
POTT in 奈良 研修会報告

主 催：医療法人厚生会 奈良厚生会病院 看護部

講 師：日本赤十字広島大学名誉教授 POTTプロジェクト代表 迫田 綾子先生

演習指導 ：NPO法人メッセンジャーナースかごしま 代表理事 田畑 千穂子先生

日 時：2023年４月28日（金） 12：30～13：30指導者トレーニング 14：30～16：30講義・演習

会 場：奈良厚生会病院 A棟１階大会議室

参 加 者 :看護職・介護職・リハビリ・栄養科・事務（２６名：各部署リーダー）

設問１：研修は今後の参考になりましたか

設問2：研修で難しい技術はありましたか

設問3：研修を職員に伝承したいですか

迫田先生、田畑先生と一緒にPOTTポーズで記念撮影

次はみんなで20点以上を取って合格めざそう！

研修内容
誤嚥予防、食事のための
ポジショニングPOTTプログラム
事前に指導者トレーニング
演習：５グループに指導者1名

研修目的
食事時の適切なポジショニ
ングと食事介助方法を学び
実践力を向上させる

演習風景

奈良県で念願の初POTT研修会が実現しました。事前に種子島医療センターとオンラインで経験交流も積極的にされ、看護部長さんを
中心に準備も万端でした。演習も和気あいあいでチーム力も抜群！引き続き院内や地域でPOTTで食べる喜びを伝承されることと確信
しました。病院紹介や当日のファシリテーターの労を取って下さった鹿児島県の田畑さんに感謝申し上げます。 POTTプロジェクト迫田

感想 ・今までの方法が良いと思い実施していたが、この研修で間違いに気づくことができました。
・このポジショニングを習得し、食事時間が少しでも苦痛がなく楽しみにつながればと思いました。
・研修を受けた者がこの技術を習得し、伝承していかなければと思うのでこの勉強会を続けることが大切であると
思いました。
・迫田先生、田畑先生から優しさと熱意あふれる研修を受けて、「私たちは食事介助方法を知っている」と言えるように
なりたい。また、利用者さんに食べる喜びを広げていきたい。
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